
　北海道アルバータ酪農科学技術交流協

会の事業推進につきまして、日頃から皆

様には格別のご理解とご協力をいただき

心より厚く御礼申し上げます。

　さて、本協会は2011年度も皆様方の

ご協力をいただきながら、留学生の派遣、

海外農業技術セミナーの開催などの事業

を予定どおり実施いたしました。

　2011年度は、英語研修コース１名を

2011年４月よりオールズカレッジに派

遣いたしました。アルバータ大学エクス

テンション学部での英語研修を行ったの

ち、９月からオールズカレッジの授業に

出席しています。2012年度は酪農研修

コース２名の派遣が決定し、４月派遣に

向けて予定どおり準備を進めているとこ

ろです。

　海外農業技術セミナーは2012年２月

15日にカナダ・ケベック州の酪農家カ

ラム・マッキンベン氏を招いて「優秀な

乳牛をどう管理すれば最大の利益をもた

らすか」と題して、高能力牛の飼養管理

について、マッキンベン氏自身の経験に

基づいた重要ポイントについて詳しく解

説いただきました。同氏は、これまでロ

イヤル・ウインター・フェアで７回、ワー

ルド・デーリィ・エキスポで８回、さら

に2011年度の北海道ホルスタイン・ナ

ショナルショウなど、25か国で乳牛の

審査を務めるなど、その正確な審査は高

い評価を得ている方です。また、自身も

毎年共進会に出品し常に上位入賞してい

るブリーダーとしても有名な方です。牛

を清潔かつ大切に管理することをモッ

トーとしたマッキンベン氏の牛飼い哲学

は、210名の参加者に多くの感銘を与え

ました。参加者から多くの質問が寄せら

れ、長時間の質疑応答を行うなど盛会裏

に終えることができました。2012年度も

同様のセミナーを開催する予定ですので、

多くの方に参加いただければ幸いです。

　2011年は３月11日発生した東日本大

震災を忘れることのできない１年となり

ました。被害を受けられた数多くの方々

のことを想うと、息が詰まり適切な言葉

も思い浮かびません。また、原子力発電

所の事故は経験したことない想像を超え

る被害を招きました。酪農、畜産、農作

物も未曽有の被害を受け、また新たな問

題が次々と発生しています。今は、震災

で亡くなられた方々のご冥福を祈り、被

害に遭われた方々にお見舞いを申し上

げ、１日も早い復興を心より祈るばかり

です。

復興を祈って
北海道アルバータ酪農科学技術交流協会

会長　麻田　信二
（学校法人　酪農学園理事長）
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第39回定期総会と派遣留学生報告会の開催
　2011年６月30日（木）に、酪農学園大学本館において第39回定期総会（2011年度）を開催し、

会員、関係者ら26名の方々にご出席いただきました。

　定期総会は麻田会長が挨拶を述べ、次いで北海道農政部農政課の小野塚修一課長から来賓の

ご挨拶を頂いた後、以下の議案がそれぞれ承認されました。

第1号議案　2010（平成22）年度事業報告ならびに収支決算報告について

第2号議案　2011（平成23）年度事業計画ならびに収支予算案について

第3号議案　役員の補充・選任について

　定期総会後には引き続き派遣留学生報告会を行い、2010年度（37回）派遣留学生の姉崎正弥さんと佐々木絵里子さんが、約１年間

にわたる酪農実習と留学体験を、写真を交えて報告しました。

役 職 氏 名 所 属 備 考

名誉会長 高橋はるみ 北海道 知事

顧 問
新 羽貝　敏彦 北海道 農政部長

佐藤　俊彰 ホクレン農業協同組合
連合会

代表理事
会長

会 長 麻田　信二 学校法人酪農学園 理事長

副 会 長
金川　幹司 酪農学園後援会 副会長

小川　澄男 雪印メグミルク株式会社 北海道本部長

常任理事 ※ 佐々木　均 酪農学園大学
エクステンションセンター 所長

理 事

原田　　勇 学校法人酪農学園 学園長

仙北富志和 学校法人酪農学園 副学園長

谷山　弘行 酪農学園大学・
酪農学園大学短期大学部 学長

安宅　一夫 酪農学園大学 教授

掛村　博之 雪印種苗株式会社 代表取締役
社長

北　　良治 北海道ホルスタイン
農業協同組合

代表理事
組合長

長谷川行夫 日本酪農青年研究連盟 委員長

菅沼　英二 酪農学園大学 名誉教授

※ 蒔田　浩平 酪農学園大学
エクステンションセンター

次長
（国際交流）

監 事
永田　　享 酪農学園後援会 常務理事

高橋　　徹 雪印種苗株式会社 経理部
財務担当次長

参 与
壇辻　雅博 雪印メグミルク株式会社 北海道

副本部長

干場　信司 酪農学園大学酪農学部 学部長

役 職 氏 名 所 属 備 考

参 与

林　　正信 酪農学園大学獣医学部 学部長

※ 岩井　　洋 酪農学園大学
環境システム学部 学部長

森田　　茂 酪農学園大学酪農学部
酪農学科 学科長

※ 發地喜久治 酪農学園大学酪農学部
農業経済学科 学科長

※ 石下　真人 酪農学園大学酪農学部
食品科学科 学科長

※ 尾𥔎　　亨 酪農学園大学酪農学部
食品流通学科 学科長

加藤　敏文
酪農学園大学
環境システム学部
環境マネジメント学科

学科長

※ 押谷　　一
酪農学園大学
環境システム学部
地域環境学科

学科長

※ 星野　仏方
酪農学園大学
環境システム学部
生命環境学科

学科長

※ 寺脇　良悟 酪農学園大学
短期大学部酪農学科 学科長

野村　　武 酪農学園大学校友会 会長

新 堀内　信良 酪農学園大学
短期大学部同窓会 会長

事務局長 堂地　　修 酪農学園大学
酪農学部酪農学科 教授

退任　顧問	 北海道　農政部長　東　　修二
退任　理事	 学校法人酪農学園　酪農育英会　常務理事　日下　雅順
退任　理事	 北海道国際農業者交流協会　会長　武田　善行
退任　参与	 酪農学園大学短期大学部同窓会　前会長　板倉　敏雄

北海道アルバータ酪農科学技術交流協会　2011年度　役員（2011年７月１日現在）

酪農学園の人事異動に伴い、2011年７月１日以降※の方が就任されました。
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ジャージー農家で育ったカラム・マッキンベン氏は、乳牛のどの品種も優秀な牛を見
分けることができ、これまでに何度もその成果を収めてきました。また、審査員とし
て国内外で活躍しています。これまで25カ国以上で審査を手がけ、乳牛の各品種を
ロイヤル・ウィンター・フェアで７回、マディソンのワールド・デーリィ・エキスポ
で８回審査を担当しました。2011年に開催された北海道ホルスタイン・ナショナル・
ショウでも審査員を務めました。
カラム氏は1991年にアムレイドの牛群を売り払い、世界を舞台に乳用種の売買人と
して独立しました。現在は、カナダ・ケベック州カントン・ドゥ・ハットレイにおい
て共進会用の牛群を飼養する「ルックアウト」牧場を共同経営しています。
カラム氏はキャサリン・ビアウォート夫人と３人の子供の５人家族です。

カラム・マッキンベン氏
Mr.Callum McKinven

カナダ・ケべック州　ルックアウト・ホルスタイン牧場主
Owner of Lookout Holsteins in Quebec, Canada

講師紹介

海外農業技術セミナー

　2011年度海外農業技術セミナーが

２月15日、酪農学園大学中央館学生ホー

ルで開かれ、カナダの酪農家カラム・マッ

キンベン氏が「優秀な乳牛をどう管理す

れば最大の利益をもたらすか」と題して

講演し、酪農家や酪農関係者、学生ら

200人を超す参加者が耳を傾けた。マッ

キンベン氏は、カナダ・ケベック州でショ

ウタイプの牛群を飼養するルックアウト

牧場を共同経営しながら、これまで25

カ国以上で共進会の審査を行ってきた。

　講演でマッキンベン氏は「産乳性と長

命連産性を兼ね備えた乳牛をつくるため

には適度な運動が必要で、適切な大きさ

の牛床に乾いた敷料を敷き、清潔な牛舎

環境を保つことが重要である。牛のスト

レスになる漂遊電圧（牛体と牛舎施設の

間に生じる低い電位差）や換気に気を付

けるとともに、従事者がイライラした状

態で牛に接しないことも大切だ」など飼

養管理のポイントを挙げた上で「何より

も健康な乳牛に育てることが収益性の向

上につながる」と強調した。

　また「審査員の中でも体型の美しさと

機能性（産乳性）は同等であるという認

識が高まっている」と共進会の近年の審

査傾向について紹介した。最後に「人生

や酪農経営において、目標を達成するに

は何をすればよいのかを考えることが最

も大切である。今日参加している若者た

ちもたゆまぬ努力を惜しまず、夢に向

かって日々勉強に励んでほしい」と激励

した。

　講演後「日本の乳牛の良い点と改良す

べき点は」との酪農ジャーナルのインタ

ビューに対して「10年前に日本で審査

を行ったときよりも体格が大きい牛が格

段に増えていた。さらに良い牛をつくる

には、体型の良さを保つための交配だけ

でなく、能力と体型のバランスを考えた

交配が必要である」と答えた。

（酪農ジャーナル2012年４月号より一部引用）

写真：「能力と体型のバランスを考えた交配が必要」と語るマッキンベン氏



Alber ta  News Hokkaido-Alberta Dairy Science ＆ Technique Exchange Association4

佐藤貢・雪印乳業─酪農学園・アルバータ大学奨学金
　2011年派遣奨学生として、酪農学園大学酪農学部食品流通学
科３年野坂麻美さんと、同農食環境学群循環農学類１年竹林佳南
さんの２名が選ばれ、集中英語研修コースに派遣されました。
　出発に先立って2011年８月５日（金）に奨学金授与式が行わ
れ、麻田会長から奨学金と奨学金証明証が授与されました。８月
19日（金）に日本を出発、アルバータ大学で４週間しっかり英
語を勉強し、９月17日（土）に無事帰国しました。

アルバータ大学での留学を体験して
酪農学園大学　酪農学部

食品流通学科３年

野坂　麻美
　入学当初から留学したいと考えていました。
英会話講座の受講やTOEICの受験も行いま
したが、留学するためにはおよそ50万円の資
金が必要であることが分かりました。沢山ア
ルバイトをしてもすぐに貯まるお金ではなく、
渡航費の振込み日までに費用を用意できない
と焦っていました。その際、アルバータ協会
を通じて10万円の奨学金をいただくことがで
き、留学への大きな支えとなりました。
　千歳空港からカナダへ、参加者２名だけの
旅となりました。今回が初めての海外渡航と
なる私は、大変戸惑いました。しかし、受動
的に指示を受けるのではなく、自分たちで考
え、行動し、エドモントンまでたどり着くこと
で度胸や自立性が育ったのではないかと思い
ます。空港からエドモントンへは１日程かかり、
寮に着いたころには疲れ果て、２人で24時間
寝ていて、びっくりしたことを覚えています。
　滞在して１週間は寮で生活しました。８月

に訪れたのですが、朝方や日が出ない日は寒
く、想定外に寒かったことに驚きました。寮
では、自分たちで食料を買わなければいけな
かったので、よくスーパーに出かけました。

専攻学科が食品流通学科ということもあり、
海外のスーパーに大変関心がありました。カ
ナダのスーパーでは、サラダやクッキー、パ
ンなどは、量や種類を自分で選んで取るセル
フサービスが見受けられました。スーパーと
隣接してカフェがあったことも印象的でし

た。また、飲料水のパック売りが大量におい
てある点に、日本との違いを大きく感じました。
　ホームステイが始まり、２週間後には本格的
な英語の授業が始まりました。授業が始まると
友達ができました。今回、参加者が２人と少な
かったこともあり、友達と過ごす時間はとても
楽しかったです。沢山の話をして、言葉が上手
く通じない時や自分が国のイメージで相手を見
ていたことに気が付くことがありました。より
語学を勉強し、友達となんでも話せるようにな
り、国を超えて互いを知り合うことができれば
いいなと思い、今後、より勉強をしたいと思う
気持ちにつながりました。
　カナダへの留学は、単に語学勉強や外国を
知るというだけでなく、自分の気持ちに気づ
く転機となると共に、自分を成長させる良い
機会になりました。

アルバータ大学研修報告
酪農学園大学　農食環境学群

循環農学類１年

竹林　佳南
　私がこの研修に参加した理由は、いまま
で英語は筆記を重点的に勉強していたため、
全く話すことができないと知り、このプログ
ラムを通じて少しでも話すことができたら良
いなと思ったからです。また、違う国で生活
することによって、文化や異なる視点からの
物事のとらえ方を学び、視野を広げるためで
す。
　４週間のうち３週間ある英語の授業クラス
では、多国籍でさまざまな年齢の人たちが集
まったクラスで勉強しました。授業ではス
ピーキングを重点としていてペアワークが多
く、自分の考えを主張することが強く要求さ
れました。課題に対しての意見が言えなかっ
た時はとても悔しく、もっと自分の意見を表
現できるよう、先生に積極的に質問をしたり
して努力しました。授業の間休みや昼ご飯の
時間には、クラスの友達と他国の文化や習慣

について話し合い、とてもいい刺激になりま
した。
　最初の週は寮で生活し、残りの３週間は
ホームステイでした。ホームステイでは、ホ
ストファミリーの人たちの英語はかなり早
く、聞き取れるようになるのには時間がかか
りました。ホームステイ先は大学から遠く、
早起きすることが大変でした。ホームステイ
をすることにより、習慣、食文化、考え方な
ど身を以て体験でき、日本との違いがはっき
りわかったのでよかったです。
　カナダで過ごした日々は、毎日新たな発見
ばかりでとてもいい経験になりました。英語
で他国の人たちと交流ができ仲良くなれるこ
とがわかり、以前よりも増して英語を上達さ
せたいという気持ちがわきました。
　今回「佐藤貢・雪印乳業—酪農学園・アルバー
タ大学奨学金」を頂き、カナダでの生活中に、

大学への交通費や食費、また学業に関する資
料に充てることができました。これにより、よ
りよい滞在体験にすることができました。この
ような機会に恵まれ、多くのことを学びとれた
のは、この奨学金があったからだと感じていま
す。本当にありがとうございました。

●佐藤貢・雪印乳業—酪農学園・アルバータ大学奨学金について

目　的 　酪農学園大学の学生に対してアルバータ大学の研修プログラムへの参加を奨励
し、学生の資質向上と国際感覚の涵養を目的とする。

概　要

１．酪農学園大学学生派遣のための奨学金制度とし、３年実施後に再検討する。
２．対象は夏季短期研修プログラムとし、一人あたり10万円、毎年５名に奨学金
を授与する。

３．酪農学園大学エクステンションセンターが、奨学金授与候補者を北海道アル
バータ酪農科学技術交流協会に推薦し、同協会会長が奨学生を決定する。

４．同意書の期限は3年間とし、継続の可否について検討する。
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第38回オールズカレッジ派遣留学生からのたより

小野　　司
酪農学園大学
環境システム学部
生命環境学科３年

　９月になるとルームメイトが入居してきまし
た。ロシア人と２人のカナダ人との４人暮らし
のスタートです。とはいっても、みんなそれ
ぞれ好きなように過ごしているので生活自体
はあまり変化していません。変わったことと言
えば３人がテレビやらゲームやらを持ってきて
くれたので娯楽ができました。９月に入るとす
ぐに授業開始です。３クラスですが、週３回ず
つの授業なのでそれなりに大変です。Applied	
Ecologyは２週間に１回、Plant	Scienceは週
１回、小テストがあるため、毎回の授業で出て
くる専門用語を覚えるのがかなり大変です。で
も、Applied	Ecologyはルームメイトのクリ
スも履修しているのでいろいろ助けてもらえま
す。９月の２週目には課外授業みたいな感じで
バッファロージャンプとKananaskisの２カ
所に行ってきました。どちらもバスで３〜４時
間ほどで日帰りではあったけど軽い旅行気分が
味わえました。内容はそれぞれの先生たちの説
明を聞きながらプリントの質問に答えていくと
いうもので一応順番通りに説明していってくれ
ていましたが、何カ所か聞き逃していたので後
で教えてもらいなんとか埋めることが出来まし
た。草原のなかで植物や土壌についての話を聞
いたり、山に登りながら植生の変わり方につい
ての話が聞けてすごく分かりやすかったです。

　10月には感謝祭があります。かといって何
をしていいのか分からなかったけど、ルームメ
イトのクリスが、家に帰ってお祝いするのでよ
かったら一緒に来ないかと誘ってくれたので、
連休の期間お邪魔させてもらいました。クリ
スの実家はエドモントンとレッドディアーの間
の湖の近くで、農場をやっていました。夏には
ファームステイの受け入れもしていると言って
いたので、もしかしたら、酪農学園大学からも
誰かお世話になった、あるいはなるかもしれな
い！すごく優しい人達で、離れを一つ貸してく

れて、すごく自由に過ごせました。ただお邪魔
するだけというわけにもいかないので、牛用の
柵の撤去を手伝いました。もちろん初めてのこ
となので、最初は釘が全然抜けなかったけれど、
だんだん力のかけ方がわかってきて、どんど
ん進み、２人で１kmぐらいある柵の釘を全て
抜き、かなり疲れました。その後、ヴィークル
に乗せてくれるということで初挑戦してみまし
た。初めは、スピードを出しすぎると前転する
かもしれないから、あんまりスピード出さない
ようにと言われていたけれど、遅すぎると逆に
曲がりにくいということに気づいてからは、簡
単にコントロールできすごく楽しかったです。
感謝祭当日は、お姉さんの家でチキンやロール
キャベツなどを御馳走になり、幸せいっぱいで
オールズに帰りました。
　授業の方は、だいぶ慣れてきました。最初の
ころは先生の話を聞いているとノートがなかな
かとれず、ノートを一生懸命とってしまうと先
生の話が入ってこないで、どっちも疎かになる
ところがあったけど、最近は授業中に話をしっ
かり聞き、授業の後でパワーポイントのスライ
ドを見ながら復習するようにしてだいぶついて
いけるようになりました。クイズと呼ばれる小
テストの方は、どうしても他の人よりも時間が
かかってしまうので、自分のために別の部屋を
用意してくれ、翻訳の辞書なら使っていいよと
言ってもらえて、かなり優遇されているという
感じがします。Applied	Ecologyの授業は２
回プレゼンをしなければならず、10月に１度
目のプレゼンがありました。内容はバイオエタ
ノールについてのいい面と悪い面についてで、
ちゃんと説明できたと思います。ただ今回は、
２人１組なので文章などは相手にほとんど任せ
るような形になってしまい、本番でもかなり助
けてもらいました。次は１人でカナダの絶滅危
惧種についてやるそうなので、もっと頑張らな
いとぐだぐだになりそうな気がします。10月
の終わりには中間テストが始まりました。しか
し、試験期間が決まっているわけではなく、授
業によって実施される週も全く違うので、その
分しっかりと復習できました。結果もそれなり
だったので、引き続き頑張ろうと思います。
　待ちに待った雪が降りました。例年なら10月
の中旬には降り出すと聞いていたのに全く降ら
ず、北海道の方が早く雪が降ってしまうほど、
今年は暖冬のようです。そして、11月は誕生日
なんですが、プレゼンの前日のため、近くのレ
ストランでささやかな贅沢をして終わりました。
ちなみにプレゼンのテーマは、グリズリ—のカ
ナダにおける生態的地位についてです。準備し
ながら、これでいいのか？とハテナマークでいっ
ぱいになりながらなんとか完成させました。発

表は１人10〜20分と決まっていましたが、話す
速度が全然違うので、おそらく時間を越えてい
たと思います。難しい言葉も流暢に話せるよう
に、もっと練習しないといけないと痛感しました。
　連休を利用してウィスラーに旅行に行きまし
た。自分への誕生日プレゼントと骨休みを兼ね
て、エドモントンで知り合った友達との２人旅
です。目的は北米最大のスキー場を体験するこ
とです。つまりは、スノボーです。自分でフラ
イトやホテルを予約しての旅行するのは今回が
初めてだったけれど、泊まる所やフライトを予
約するサイトなどは友達がおしえてくれてたの
で、問題なく済みました。フライトネットワー
クというサイトを使うと、予約した日からの一
番安い料金で飛行機がとれるので、早めに予
約すればそれだけ安くなるそうです。泊まると
ころはホステルという日本では馴染みのないシ
ステムの宿で、部屋にいくつか置いてある二段
ベッドの一つを借り、キッチンやシャワーを共
同で使うというもので、ホテルよりも断然安く
なります。ウィスラーはバンクーバーからバス
で３時間ほどのところにあり、Peak	to	Peak	
という山頂付近を繋げるゴンドラが有名です。
上から下まで降りていたら１時間近くかかるの
で、このゴンドラが動いてなかったら違う方の
山に行くのにかなり時間がかかります。天気は
あまり良くなく、山頂の方は雪不足のため開い
てなくて少し残念でしたが、２日間滑りつくし
ました。２日目の夜からはバンクーバーで過ご
し、３日目の夜にオールズに帰りました。バン
クーバーはビジネス街なので、観光する場所は
あまりなかったけれど、イルミネーションや港
で飛行艇などを見て過ごしました。
　あと１カ月で前期も終わりなので、気を抜
かずに頑張りたいと思います。

〈英語研修コース〉
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酪農研修コース 2名

第39回派遣留学生決定
選考試験
　第39回（2012年度）派遣留学生選考試験が2011年11月15日（火）と11月29日（火）の２日
間に渡って実施され、２名を酪農研修コースに派遣することを決定しました。選考試験では、
適性検査、一般教養、作文、TOEIC（Test of English for International Communications）スコア、
面接が行われました。
　派遣が決まった留学生は、４月下旬にカナダへ出発し、５月からはオールズ近郊でファーム
ステイをしながら酪農研修を体験、９月からオールズカレッジにて専門科目を履修します。来年
４月に派遣留学プログラムを修了して帰国する予定です。

出発式開催
　第39回派遣留学生出発式が2012年３月７日（水）に行われました。派遣留学生に決まっ
た村上奈津美さん（酪農学園大学酪農学科３年）と渡辺南さん（同獣医学科３年）は、英
語と日本語で留学の抱負を発表しました。麻田会長より激励の挨拶があり、奨学金が授与
されました。

酪農学園大学
酪農学部
酪農学科３年

村上奈津美

　　私が留学を決意したきっかけは父

からの言葉でした。父から留学の話を切

り出されるまで、自分が海外に留学する

などということは一度も考えたことがあ

りませんでした。けれども、父から留学

を勧められるという恵まれた機会は滅多

にないことだと思い、私はその提案を受

けることにしました。しかし、最初は突

然現れた留学という話に戸惑い、何を目

標にしたらいいのか行先はどうやって決

めたらよいのか全く見当もつきませんで

した。試行錯誤するうちに、１年という

長期留学で、英語圏であり、自然豊かで

あり、酪農研修も受けられるオールズカ

レッジへのプログラムに申し込むことに

なりました。

　カナダへ留学するにあたっての目標

は、コミュニケーション力の向上です。

私は人見知りをするため、日本にいても

なかなか友人を作ることができません。

そんな自分を変えたいと思い、言葉の通

じない世界に自分を追い込むことで自ら

コミュニケーションを取らざるを得ない

状況を作ろうと思ったのです。またそれ

に伴って、英語力の向上も期待できるの

ではないかと考えています。大変な苦労

が予想されますが１年後にこの留学を振

り返ったときに、自分の成長をどれだけ

感じられるかと思うと楽しみで仕方なく

なります。そのためにも、自ら様々なこ

とに挑戦したいとも考えています。日本

では食べられないような食事をしたいで

すし、ウィンタースポーツも楽しみです。

特に、日本では見られない動物たちを見

てみたいと思っています。写真を見たり

体験談を聞いたりするのではなく、自分

の目で見て、自分の舌で味わい、自分の

肌で空気を感じられるのだと思うと期待

に胸が膨らみます。

　留学を終えたら、まず家族や友人に

たくさんのお土産とともに、カナダでの

様々な体験を伝えたいと思います。きっ

と言葉では伝えきれないような話ばかり

になるだろうと思います。そして、留学

で得た知識や経験を生かせるような研究

を行いたいです。また、海外での生活は

私の考え方を根底から変えてしまうかも

しれません。しかしそれもまた楽しみの

一つでもあります。この留学でたくさん

の海外の友人を作ることで、日本の中に

居てはわからない事柄や意見を得られる

のではないかという期待もあります。そ

ういった人の繋がりを大切にして、留学

後も自分に生かせるような１年間にした

いです。

留学の抱負
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酪農学園大学
獣医学部
獣医学科３年

渡辺　　南

　留学を決めた理由は３つある。

　１つ目は、知らないものを知りたいと

いうこと。単純にいえば好奇心。北海道

に来て様々な人・牛・自然・獣医学等々

たくさんのものに出会った。今まで経験

したことのないことをして、それらにつ

いて深く知ることは本当に面白い。だか

ら海外へ行ってみたいと思った。私は特

に乳牛が好きなので、海外の酪農に興味

がある。また、日本と違い大動物・小動

物に分けられていないカナダの獣医療を

実際に見て学びたい。

　２つ目の理由は、視野を拡げたいとい

うこと。カナダは多民族国家であり、先

住民との関係や、イギリス系住民とフラ

ンス系住民との対立が問題となってい

る。そのような国で生活することを通し

て、世界の人々がどのような考え方や、

ものの見方をするのかを熟察したい。ま

た日本と違っている部分を発見すること

で、新たな視点を得たいと思う。

　私の将来の夢は、獣医師として途上

国における畜産業の向上に貢献すること

である。この実現の一助としたい、とい

うのが留学の３つ目の目的である。多種

多様な人々と関わることでコミュニケー

ション能力を高め、畜主や地域住民に信

頼される獣医師になりたい。そうするこ

とでより良い獣医療を提供し、また畜産

業と野生動物との摩擦の問題解決のきっ

かけにできればいいと考えている。

　今回の留学というチャンスを最大限に

活かし多くのことを学びたい。チャレン

ジなくして失敗なし。失敗なくして成長

なし。痛い思いをしないと身に付かない

性分なのだ。また特に健康に気をつけた

い。乳牛だったら優秀だろうな、と思う

ほど食い込みがいいので食べすぎには注

意しようと思う。

　最後に、留学の機会を与えて下さった

北海道アルバータ酪農科学技術交流協会

の方々、酪農学園大学エクステンション

センターの篠原さん、両親に深く感謝申

し上げます。ありがとうございます。

留学の抱負

　アルバータ大学からの訪問者　
　アルバータ大学から３名の学生さんが、2011年10月11日（火）に当協会を訪問してくれました。現在、酪農学園大学　農食

環境学群　循環農学類　応用家畜繁殖学研究室（堂地修教授）で研究留学中のアルバータ大学　農業・生物・環境科学学部　大場

真人准教授の訪問が来日の目的でした。

　江別市内には１泊２日という短い滞在でしたが、中田牧場（中田和孝代表）や酪農学園大学附属農場を見学、麻田会長の表敬

訪問のほか、留学や研修でアルバータ州とゆかりのある酪農学園大学の学生さんと交流し、学生さん宅でのホームステイも体験

しました。牧場と附属農場の案内は、2007年度佐藤貢・雪印乳業—酪農学園・アルバータ大学奨学金研修生の山口誠司くん（現・

酪農学園大学大学院酪農学研究科２年）が担当してくれました。

　当協会を通じて、毎年数名の留学生をアルバータ州に派遣していますが、アルバータ州からの訪問者は久しぶりで、「相互交流」

が再び活発になることを期待します。

〔訪問者〕

Lisa McKeownさん 修士課程2011年卒業 

Nicole Schlauさん 修士課程在籍

Yun Qi Sunさん 修士課程在籍
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交流実績一覧
年　度 教育者・研究者 学　生 酪農青年 計 備　考派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 合計

1 1974 昭和49 1 8 9 9
2 1975 昭和50 1 9 1 10 1 11
3 1976 昭和51 1 9 1 10 1 11
4 1977 昭和52 1 1 10 6 12 6 18 学生派遣はアルバータ大学大学院
5 1978 昭和53 1 10 2 11 2 13
6 1979 昭和54 1 1 1 8 4 10 5 15 学生派遣はアルバータ大学大学院
7 1980 昭和55 1 1 9 3 10 4 14
8 1981 昭和56 1 1 10 4 11 5 16
9 1982 昭和57 1 1 10 5 12 5 17 学生派遣はアルバータ大学大学院
10 1983 昭和58 1 2 4 4 5 6 11
11 1984 昭和59 1 5 2 5 3 8
12 1985 昭和60 1 7 1 7 2 9
13 1986 昭和61 7 1 7 1 8
14 1987 昭和62 8 2 8 2 10
15 1988 昭和63 9 1 9 1 10
16 1989 平成 元 6 6 6
17 1990 平成 2 1 10 11 11 学生派遣はオールズカレッジ
18 1991 平成 3 4 4 4 オールズカレッジ
19 1992 平成 4 1 1 1 2 1 3 学生派遣はオールズカレッジ
20 1993 平成 5 7 2 9 9 学生派遣はオールズカレッジ
21 1994 平成 6 2 2 2 オールズカレッジ
22 1995 平成 7 4 4 4 オールズカレッジ
23 1996 平成 8 7 3 10 10 学生派遣はオールズカレッジ
24 1997 平成 9 10 1 11 11 学生派遣はオールズカレッジ6名、

アルバータ大4名
25 1998 平成10 6 6 6 オールズカレッジ
26 1999 平成11 2 2 2 オールズカレッジ
27 2000 平成12 4 4 4 オールズカレッジ
28 2001 平成13 3 3 3 オールズカレッジ
29 2002 平成14 1 1 1 オールズカレッジ
30 2003 平成15 2 2 2 オールズカレッジ
31 2004 平成16 1 1 1 オールズカレッジ
32 2005 平成17 1 1 1 オールズカレッジ
33 2006 平成18 4 4 4 オールズカレッジ

（内1名は英語研修コースで派遣）
34 2007 平成19 3 3 3 オールズカレッジ

（内2名は英語研修コースで派遣）
35 2008 平成20 3 3 3 オールズカレッジ

（3名を英語研修コースで派遣）
36 2009 平成21 3 3 3 オールズカレッジ

（1名を英語研修コースで派遣）
37 2010 平成22 4 4 4 オールズカレッジ

（2名を英語研修コースで派遣）
38 2011 平成23 1 1 1 オールズカレッジ

（1名を英語研修コースで派遣）
39 2012 平成24 2 オールズカレッジ

計 10 8 79 0 146 37 233 45 278
合　計 18 79 183 280

※酪農青年派遣事業はワーキングビザで渡航、1992年からはワーキングホリデービザで渡航
※2006年度学生派遣より、英語研修コースを新設（ファームステイの代わりにアルバータ大学ELPで英語集中研修）

編集後記

　2011年３月11日に発生した東日本
大震災において被災された皆様に、謹
んでお見舞い申し上げます。

　今年度の海外農業技術セミナーも、
おかげさまで200名を超える方々にご
参加いただき、大盛況のうちに幕を下
ろしました。農業専門学校生や高校生
も数多く参加してくれました。講師の
マッキンベン氏は子どもの頃、空きビ
ンを拾い集めてはお金に換えて、牧場
からの眺めが素晴らしいことで有名な
「ルックアウトホルスタイン牧場」を、
いつか手に入れたいと夢見ていたそ
うです。「夢は実現できる」という熱い
メッセージが、セミナーに参加してく
れた若者たちに届いたと思います。

（篠原）

会費・寄付金・助成金
誠にありがとうございました。感謝をもってご報告申し上げます。（順不同・敬称略）

（社）北海道酪農協会　（社）北海道ホルスタイン農業協同組合　（株）町村農場
（有）金川牧場　雪印メグミルク（株）　雪印種苗（株）　学校法人　酪農学園　（財）酪農学園後援会

（以上8件）

2011（平成23）年度会費・寄付金・助成金　合計　2,533,000円
平成24年３月31日現在
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